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私たちは地域を元気にする取り組みを応援します

観
光
資
源
に〝
つ
な
が
り
〟を

乗
合
タ
ク
シ
ー
を
Ｅ
Ｖ
化
へ

空
き
家
改
修
で
つ
な
が
る
文
化

宿
場
町
の
魅
力
を
創
出

農
地
を
太
陽
光
発
電
と
シ
ェ
ア

（５） 第３１７８号第３種郵便物認可２０２３年（令和５年）６月１９日（月曜日）

ゲンジボタルの発
生地、市内長岡地
区の天野川流域

米
原
市
を
代
表
す
る
観
光
地
、
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
一
つ
が
「
グ
ラ
ン
ス
ノ

ー
奥
伊
吹
」
だ
。
関
西
最
大
級
の
ス
キ

ー
場
で
、
初
心
者
か
ら
上
級
者
ま
で
楽

し
め
る

コ
ー
ス
を
装
備
。
関
西
圏
、

東
海
圏
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
や
雪

質
の
良
さ
か
ら
来
場
者
数
が
年
々
増
加

し
て
お
り
、
あ
る
調
査
で
は
「
全
国
ス

キ
ー
場
の
人
気
ラ
ン
キ
ン
グ
」
の
１
位

に
輝
く
ほ
ど
。

「
ロ
ー
ザ
ン
ベ
リ
ー
多
和
田
」
は
１

万
３
千
平
方
㍍
の
広
大
な
敷
地
内
に
観

光
農
園
や
体
験
工
房
、
ガ
ー
デ
ン
、
牧

場
な
ど
を
備
え
た
複
合
施
設
。
イ
ギ
リ

ス
生
ま
れ
の
人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ひ

つ
じ
の
シ
ョ
ー
ン
」
の
制
作
元
と
独
占

契
約
を
結
び
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
オ
ブ

ジ
ェ
を
現
実
の
サ
イ
ズ
感
で
登
場
さ
せ

る
な
ど
、
こ
ち
ら
も
子
供
連
れ
の
家
族

客
な
ど
に
人
気
だ
。

市
内
長
岡
地
区
の
天
野
川
流
域
は
ゲ

ン
ジ
ボ
タ
ル
の
発
生
地
で
有
名
。
１
９

５
２
年
、
同
地
域
が
「
長
岡
の
ゲ
ン
ジ

ボ
タ
ル
お
よ
び
そ
の
発
生
地
」
と
し
て

国
の
特
別
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て

い
る
。
ホ
タ
ル
の
発
生
地
と
し
て
天
然

記
念
物
に
指
定
さ
れ
る
地
域
は
全
国
に


地
域
あ
る
が
、
特
別
天
然
記
念
物
指

定
は
同
地
だ
け
だ
。
今
年
５
月

日
か

ら
６
月
４
日
に
は
ホ
タ
ル
観
賞
が
楽
し

め
る
「
天
の
川
ほ
た
る
ま
つ
り
」
が
コ

ロ
ナ
禍
を
経
て
４
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ

た
。滋

賀
県
最
高
峰
、
標
高
１
３
７
７
㍍

の
伊
吹
山
は「
日
本
百
名
山
」の
一
つ
。

そ
の
山
頂
は
高
山
植
物
の
宝
庫
と
な
っ

て
お
り
、
「
天
空
の
花
畑
」
の
異
名
を

持
つ
ほ
ど
。
頂
上
か
ら
一
望
で
き
る
琵

琶
湖
の
景
色
と
と
も
に
登
山
客
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
い
る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放
送
中

の
朝
の
テ
レ
ビ
小
説
「
ら
ん
ま
ん
」
の

主
人
公
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
植
物
学

者
、
牧
野
富
太
郎
が
こ
こ
伊
吹
山
で
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
た
こ
と
か

ら
、
例
年
以
上
に
訪
れ
る
人
が
増
え
て

い
る
と
い
う
。

市
内
に
は
柏
原

宿
、
醒
井
宿
、
番
場

宿
と
、
中
山
道
の
三

つ
の
宿
場
町
が
か
つ

て
存
在
し
、
古
い
建

物
な
ど
、
そ
の
面
影

が
一
部
で
残
さ
れ
て
い
る
。

年
間
観
光
客
は
直
近
の
２
０
２
２
年

が
１
８
３
万
人
（
速
報
値
）
。
コ
ロ
ナ

禍
前
の

年
が
１
８
６
万
人
。
東
海
道

新
幹
線
が
停
車
す
る
な
ど
交
通
の
便
に

恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
圧
倒
的

に
日
帰
り
客
が
多
く
、
宿
泊
客
数
の
拡

大
が
今
度
の
課
題
と
同
市
シ
テ
ィ
セ
ー

ル
ス
課
の
担
当
者
は
指
摘
す
る
。

前
出
の
ホ
タ
ル
観
賞
で
は
一
部
で

〝
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
〟
が
発
生
し

て
お
り
、受
け
入
れ
態
勢
の
整
備
な
ど
、

そ
の
解
決
も
課
題
と
い
う
。


年
に
策
定
、
今
年
３
月
に
一
部
変

更
さ
れ
た「
第
２
次
米
原
市
総
合
計
画
」

（

～

年
度
の

カ
年
計
画
）で
は
、

「
伊
吹
山
、
名
水
、
歴
史
資
源
な
ど
米

原
な
ら
で
は
の
多
種
多
様
な
観
光
資
源

が
多
く
存
在
し
な
が
ら
、
単
体
で
の
取

り
組
み
や
認
知
度
が
低
い
も
の
が
あ

る
」
と
認
識
。
「
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
ト
ー

リ
ー
を
磨
き
、
つ
な
が
り
を
創
り
出
す

こ
と
で
市
全
体
の
盛
り
上
が
り
を
高

め
、
観
光
客
の
受
け
入
れ
体
制
を
整
え

る
必
要
が
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

〝
つ
な
が
り
〟
の
一
環
と
し
て
、
市

内
の
観
光
地
を
２
カ
所
以
上
巡
る
、
同

市
を
想
起
さ
せ
る
タ
イ
ト
ル
の
ツ
ア
ー

を
造
成
し
た
旅
行
業
者
に
支
援
金
を
送

る
制
度
も
こ
の
ほ
ど
創
設
し
た
。

（
観
光
経
済
新
聞
）

昔ながらの素材を生かしたリノベー
ション（提供：米原市）

全
国
的
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
、
人

口
減
少
に
よ
る
空
き
家
の
増
加
。
米
原

市
で
は
、
平
成

年
７
月
に
「
米
原
市

空
家
等
の
発
生
予
防
、
管
理
お
よ
び
活

用
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」を
施
行
し
、

平
成

年
３
月
に
は
「
米
原
市
空
家
等

対
策
計
画
」
を
策
定
し
た
。
空
き
家
等

の
適
正
な
管
理
と
有
効
活
用
の
た
め
に

「
空
き
家
に
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
ほ

っ
と
か
な
い

地
域
ぐ
る
み
で
施
策
を

推
進
」
の
基
本
理
念
に
沿
っ
て
、
空
き

家
対
策
を
実
施
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
に
、
空
き
家
バ
ン
ク
に
お

い
て
県
内
一
の
成
約
実
績
や
、
危
険
な

空
き
家
等
の
取
り
壊
し
な
ど
、
一
定
の

成
果
を
挙
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
市
内

の
空
き
家
は
、
若
者
の
転
出
超
過
に
よ

る
人
口
減
少
や
高
齢
独
居
世
帯
の
増
加

と
並
行
し
て
、
こ
こ

年
で
増
加
。
市

全
域
の
空
き
家
件
数
は
対
策
を
取
っ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
横
ば
い
と
な

っ
て
い
る
。

市
で
は
、
今
後
も

増
加
が
見
込
ま
れ
る

空
き
家
に
対
し
、
令
和
３
年
３
月
に

「
第
２
次
米
原
市
空
家
等
対
策
計
画
」

を
策
定
し
、
「
空
き
家
は
放
置
す
れ
ば

負
の
遺
産
、
活
用
す
れ
ば
地
域
の
宝
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
さ
ら
な
る
空
き
家

活
用
を
展
開
。
併
せ
て
、
自
治
会
や

「
ま
い
ば
ら
空
き
家
対
策
研
究
会
」
と

連
携
を
図
り
、
空
き
家
バ
ン
ク
事
業

「
恋
す
る
空
き
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

同
研
究
会
は
、
市
内
の
空
き
家
問
題

解
決
の
た
め
に
平
成

年
度
に
組
織
化

さ
れ
た
。
市
内
の
空
き
家
所
有
者
の
総

合
的
な
相
談
に
応
じ
る
一
方
で
、
空
き

家
を
利
活
用
し
た
い
人
へ
の
橋
渡
し
を

通
じ
て
、
空
き
家
問
題
の
課
題
解
決
と

移
住
定
住
に
よ
る
人
口
増
加
、
地
域
活

性
化
に
つ
な
げ
る
役
割
を
担
う
。

古
民
家
な
ど
空
き
家
の
活
用
は
、
居

住
だ
け
で
は
な
い
。
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス

の
例
も
あ
る
。
米
原
駅
前
に
構
え
る
こ

の
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
は
、
東
京
ま
で
１

３
４
分
、
大
阪
ま
で

分
、
京
都
ま
で


分
、
名
古
屋
ま
で

分
と
い
う
利
便

性
を
生
か
し
た
。

歴
史
的
景
観
が
残
る
元
宿
場
町
に
あ

る
空
き
家
は
、
複
数
の
店
舗
が
入
る
複

合
施
設
と
し
て
再
生
。
今
回
は
、
そ
ば

屋
・
焼
き
菓
子
屋
が
同
時
に
開
業
し
た
。

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
居
住
者

は
、
「
古
民
家
は
修
繕
費
や
ガ
ソ
リ
ン

代
な
ど
、
田
舎
や
空

き
家
だ
か
ら
こ
そ
か

か
る
費
用
が
あ
る
。

移
住
者
を
呼
び
込
ん
で
終
わ
り
で
は
な

く
地
域
で
仕
事
を
つ
く
り
、
移
住
者
も

経
済
を
動
か
し
て
い
け
る
よ
う
に
な
る

こ
と
が
大
事
」
「
古
い
家
に
価
値
が
な

い
と
い
う
考
え
は
日
本
だ
け
。
海
外
で

は
、
『
ｖ
ｉ
ｎ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ

ｈ
ｏ
ｕ
ｓ

ｅ
』
と
し
て
重
宝
さ
れ
る
。
空
き
家
を

壊
す
に
は
費
用
が
か
か
り
、
貴
重
な
古

材
が
廃
材
に
な
る
。空
き
家
の
活
用
は
、

環
境
に
も
地
域
に
も
良
い
こ
と
を
し
て

い
る
と
い
う
感
覚
が
あ
る
」
な
ど
と
話

す
。

（
塗
料
報
知
）

滋
賀
県
米
原
市
は
、
地
域
住
民
や
観

光
客
の
足
を
支
え
る
市
内
の
乗
合
タ
ク

シ
ー
を
電
気
自
動
車（
Ｅ
Ｖ
）に
替
え
、

人
と
物
を
一
緒
に
運
ぶ
「
貨
客
混
載
」

に
進
化
さ
せ
る
構
想
を
練
っ
て
い
る
。

「
地
元
で
生
産
し
た
農
産
物
を
Ｅ
Ｖ
で

駅
な
ど
に
届
け
た
い
。
再
生
エ
ネ
ル
ギ

ー
で
電
力
を
賄
い
、
生
産
か
ら
流
通
ま

で
一
貫
し
て
化
石
燃
料
を
使
わ
な
い
仕

組
み
を
構
築
で
き
れ
ば
」
（
市
民
部
自

治
環
境
課
・
大
塚
祐
司
課
長
補
佐
）と
、

交
通
分
野
で
の
脱
炭
素
化
を
思
い
描

く
。市

域
の
路
線
バ
ス

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
は
、
近
江
長
岡
線

（
近
江
長
岡
駅
―
長
浜
駅
）
、
米
原
多

和
田
線
（
米
原
駅
―
ロ
ー
ザ
ン
ベ
リ
ー

多
和
田
）
な
ど
６
路
線
が
走
る
。
こ
れ

を
「
ま
い
ち
ゃ
ん
号
」
「
ま
い
ち
ゃ
ん

バ
ス
」
と
い
う
２
種
類
の
乗
合
タ
ク
シ

ー
が
補
完
し
て
い
る
。

ま
い
ち
ゃ
ん
号
は
予
約
制
で
、
年
中

無
休
。
の
運
行
エ
リ
ア
に
分
け
ら
れ
、

医
療
機
関
や
商
業
施
設
、
駅
な
ど
に
計

４
０
０
ほ
ど
の
停
留
所
が
設
置
さ
れ
て

い
る
。
使
用
車
両
は
小
型
の
タ
ク
シ
ー

（
乗
客
定
員
４
人
）
。
ま
い
ち
ゃ
ん
バ

ス
の
運
行
区
間
は
近
江
長
岡
駅
―
甲
津

原
間
で
、
平
日
の
み
、
予
約
不
要
と
な

っ
て
い
る
。
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー
車
両

（
同
９
人
）
が
使
わ
れ
て
い
る
。
近
江

鉄
道
グ
ル
ー
プ
（
彦
根
市
）
の
近
江
タ

ク
シ
ー
が
運
行
を
担
っ
て
い
る
。

大
塚
氏
は
乗
合
タ
ク
シ
ー
に
つ
い

て
、
「
ス
タ
ー
ト
し
た
２
０
０
４
年
当

時
、
全
国
の
市
町
村
に
比
べ
、
だ
い
ぶ

先
行
し
て
い
た
と
思
う
。
今
も
力
を
入

れ
て
い
る
。
ま
い
ち
ゃ
ん
号
は

の
エ

リ
ア
ご
と
の
運
行
だ
が
、
エ
リ
ア
を
ま

た
い
だ
利
用
も
で
き
る
。

年
に
会
員

制
を
廃
止
し
、
市
外
の
人
も
乗
り
や
す

く
な
っ
た
」
と
話
す
。

人
口
３
万
７
５
９
３
人（
４
月
時
点
）

に
対
し
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
年
間
利
用

回
数
は
平
均
延
べ
４
万
回
を
超
え
、
な

く
て
は
な
ら
な
い
移
動
手
段
と
な
っ
て

い
る
。
一
方
で
市
の
財
政
負
担
は
上
昇

し
、
昨
年
４
月
に
利
用
料
金
が
引
き
上

げ
ら
れ
た
。

料
金
は
大
人
８
０
０
円
、
小
学
生
以

下
の
子
供
と
障
害
者
は
半
額
。
別
途
、

市
民
や
市
内
へ
の
通
勤
・
通
学
者
向
け

に
割
引
が
あ
り
、
大
人
で
ま
い
ち
ゃ
ん

号
は
５
０
０
円
、
ま
い
ち
ゃ
ん
バ
ス
は

２
５
０
円
に
な
る
。

歳
以
上
の
高
齢

者
は
そ
れ
ぞ
れ
３
０
０
円
、
１
５
０
円

と
さ
ら
に
安
く
な
る
。

大
塚
氏
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

禍
が
落
ち
着
き
、
観

光
客
が
戻
っ
て
き

た
。
特
に
観
光
農
園

の
『
ロ
ー
ザ
ン
ベ
リ
ー
多
和
田
』
が
人

気
。
周
辺
で
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
利
用
が

増
え
す
ぎ
た
た
め
、
昨
年
の
秋
か
ら
路

線
バ
ス
の
振
替
輸
送
を
始
め
た
。
大
量

輸
送
が
起
き
そ
う
な
と
こ
ろ
は
、
で
き

る
だ
け
路
線
バ
ス
へ
の
乗
車
を
促
し
、

赤
字
を
抑
え
、
持
続
可
能
性
を
高
め
て

い
く
」
と
語
る
。

（
東
京
交
通
新
聞
）

近江タクシーが運行する「まいちゃ
ん号」。フロントガラス部分にイラ
スト入りの案内紙を掲出している

ソーラーシェアリングを中心とした
取り組みが進められる（出典：ヤン
マーホールディングス）

伊
吹
山
や
霊
仙
山
か
ら
流
れ
出
る
澄

ん
だ
水
、
保
水
性
と
排
水
性
が
良
く
野

菜
づ
く
り
に
適
し
た
土
壌
や
農
作
物
の

う
ま
み
を
引
き
出
す
昼
夜
の
寒
暖
差
な

ど
お
い
し
い
米
や
野
菜
を
育
て
る
理
想

的
な
環
境
が
そ
ろ
っ
て
い
る
米
原
市
。

一
方
で
農
業
を
巡
っ
て
は
課
題
も
多

い
。
米
原
市
に
よ
る
と
、
「
本
市
の
農

業
は
、
稲
作
を
主
体
と
す
る
土
地
利
用

型
農
業
を
中
心
と
し
て
発
展
し
て
き
た

が
、
近
年
の
農
業
情
勢
の
急
激
な
変
化

や
、
農
業
者
の
高
齢
化
、
農
業
後
継
者

の
他
産
業
で
の
定
着
等
に
よ
り
農
業
者

数
の
急
激
な
減
少

が
見
ら
れ
、
産
業

就
業
人
口
に
占
め

る
農
業
の
割
合
は
年
々
減
少
傾
向
に
あ

る
。
ま
た
、
農
産
物
価
格
の
低
迷
等
に

よ
り
農
業
生
産
額
お
よ
び
農
業
所
得
も

減
少
傾
向
に
あ
る
ほ
か
、
土
地
持
ち
非

農
家
の
増
加
に
よ
る
担
い
手
へ
の
作
業

負
担
や
遊
休
農
地
の
増
加
な
ど
が
課
題

と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
」と
述
べ
て
お
り
、

多
く
の
産
業
で
、
そ
し
て
全
国
の
農
業

者
に
と
っ
て
の
共
通
の
課
題
が
こ
こ
で

も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
。

そ
う
し
た
中
で
、市
で
は「
本
市
農
業

に
お
け
る
課
題
解
決
の
た
め
に
、
担
い

手
の
確
保
に
向
け
た
農
業
塾
、
ス
マ
ー

ト
農
業
勉
強
会
の
開
催
な
ど
学
習
の
場

の
提
供
や
新
規
就
農
支
援
、
園
芸
施
設

の
設
置
お
よ
び
農
業
用
機
械
の
導
入
支

援
な
ど
各
種
支
援
策
に
よ
る
経
営
負
担

の
軽
減
お
よ
び
既
存
農
家
の
離
農
の
抑

止
を
図
っ
て
い
る
」な
ど
と
し
て
お
り
、

積
極
的
な
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

こ
う
し
た
支
援
策
に
加
え
、
厳
し
い

人
手
不
足
を
解
決
す
る
一
助
と
な
る
と

期
待
さ
れ
て
い
る
の
が
「
ス
マ
ー
ト
農

業
技
術
」
だ
。
米
原
市
で
は
前
述
の
コ

メ
ン
ト
に
も
あ
る
通
り
、
勉
強
会
な
ど

も
行
っ
て
い
る
が
、
加
え
て
、
昨
年


月
に
「
米
原
市
ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
方

針
」
を
ま
と
め
て
お
り
、
普
及
に
向
け

た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

脱
炭
素
先
行
地
域
で
の
農
業
に
関
す

る
取
り
組
み
の
中
心

と
な
る
の
は
、
営
農

型
太
陽
光
発
電
（
ソ

ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
）
だ
。
農
地
に

太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
。
架
台
の
足
部

分
の
み
を
農
地
の
一
時
転
用
し
て
利
用

し
な
が
ら
、
パ
ネ
ル
下
の
農
地
で
は
、

農
業
を
営
む
と
い
う
も
の
で
、
「
農
地

を
農
業
と
太
陽
光
発
電
で
シ
ェ
ア
し
て

使
う
も
の
」
だ
。
市
で
は
「
特
に
遊
休

農
地
の
活
用
策
と
し
て
広
げ
た
い
と
考

え
て
い
る
」と
期
待
を
述
べ
て
お
り
、太

陽
光
発
電
に
よ
る
収
益
が
農
業
経
営
に

と
っ
て
プ
ラ
ス
と
な
り
「
も
う
か
る
農

業
」
の
実
現
と
そ
れ
に
よ
る
担
い
手
確

保
に
つ
な
が
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
る
。

こ
の
ほ
か
に
も
エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
で

は
、
農
福
連
携
や
有
機
栽
培
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
が
検
討
さ
れ
て
お

り
、
農
業
に
お
け
る
一
つ
の
モ
デ
ル
ケ

ー
ス
と
し
て
、
市
内
へ
の
横
展
開
、
そ

し
て
全
国
の
先
進
事
例
と
な
る
こ
と
も

期
待
さ
れ
る
。

（
農
村
ニ
ュ
ー
ス
）

米
原
市
は
２
０
２
３
年
度
ま
で
の
３

カ
年
で
柏
原
駅
周
辺
地
区
の
都
市
再
生

整
備
計
画
を
進
め
て
き
た
。

同
地
区
は
、
米
原
駅
か
ら
東
海
道
本

線
で

分
ほ
ど
、
近
畿
圏
、
中
部
圏
、

北
陸
圏
を
結
ぶ
広
域
交
通
の
要
所
と
な

っ
て
い
る
。
も
と
も
と
中
山
道
の

番

目
の
宿
場
町
で
、
長
さ
１
・
５
㌔
と
近

江
国
で
最
大
級
、
非
常
に
に
ぎ
わ
っ
た

宿
場
町
で
あ
っ
た

と
い
う
。
現
在
で

も
昔
な
が
ら
の
歴

史
的
街
並
み
や
建
築
物
が
数
多
く
残
さ

れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
も
街
道
沿
い
の
家
屋
の
壁

面
改
良
な
ど
に
取
り
組
み
、
歴
史
あ
る

街
並
み
を
残
す
事
業
な
ど
が
実
施
さ
れ

て
き
た
が
、
人
口
減
少
、
空
き
家
の
増

加
に
よ
り
、
こ
う
し
た
歴
史
的
な
街
並

み
が
荒
廃
し
始
め
て
い
る
。
こ
れ
に
伴

い
観
光
客
の
減
少
も
進
み
、
地
域
経
済

の
衰
退
、
さ
ら
な
る
人
口
減
少
が
課
題

と
な
っ
て
い
た
。

こ
う
し
た
中
で
米
原
市
は
、
２
０
２

１
～
２
０
２
３
年
度
の
３
カ
年
を
か
け

て
柏
原
駅
周
辺
地
区
の
都
市
再
生
整
備

計
画
を
進
め
て
き
た
。
駅
前
広
場
と
駅

前
駐
車
場
の
整
備
を
行
う
こ
と
で
柏
原

駅
の
利
便
性
を
高
め
、
地
域
資
源
お
よ

び
空
き
家
を
活
用
し
た
魅
力
の
向
上
、

受
け
入
れ
環
境
の
整
備
を
行
う
こ
と

で
、
「
街
道
に
よ
る
交
流
文
化
に
出
会

え
る
ま
ち
」
の
創
造
を
進
め
る
も
の
で

あ
る
。

大
き
な
目
標
は
、
地
域
資
源
お
よ
び

空
き
家
を
活
用
し
た
魅
力
の
向
上
、
駅

の
利
便
性
向
上
に
よ
る
駅
利
用
者
の
維

持
、
受
け
入
れ
環
境
の
整
備
に
よ
る
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
と
い
う

三
つ
だ
。

空
き
家
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
米
原

市
空
き
家
バ
ン
ク
の
活
用
を
通
じ
て
柏

原
地
区
へ
の
移
住
を
促
す
。
ま
た
、
空

き
家
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
に
対
す

る
支
援
策
と
し
て
提
案
事
業
を
実
施
し

て
き
た
。
具
体
的
に
は
、
空
き
家
な
ど

の
改
修
を
対
象
と
し
た
「
柏
原
駅
周
辺

地
区
空
家
等
活
用
支
援
補
助
金
」
を
創

設
、
空
き
家
活
用
の
支
援
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

補
助
金
は
、
補
助
対
象
事
業
に
係
る

空
き
家
等
の
内
装
ま
た
は
外
装
の
改
修

工
事
に
係
る
費
用
の
３
分
の
２
以
内
の

補
助
率
で
、
限
度
額
２
０
０
万
円
。
２

０
２
２
年
は
飲
食
店
と
店
舗
販
売
の
２

件
を
対
象
に
実
施
、
今
年
度
も
支
援
事

業
１
件
の
募
集
を
行
っ
て
い
る
。
こ
う

し
た
事
業
を
通
じ
て
、
令
和
５
年
度
の

目
標
と
し
て

世
帯
の
移
住
を
掲
げ
て

い
る
。

柏
原
地
区
で
は
、
地
域
住
民
と
民
間

団
体
に
よ
る
柏
原
宿
活
性
化
検
討
委
員

会
が
発
足
し
、
令
和
２
年
に
「
柏
原
宿

活
性
化
プ
ラ
ン
」
を
策
定
、
地
域
活
性

化
や
移
住
定
住
促
進
の
取
り
組
み
も
進

め
ら
れ
て
い
る
。
同
プ
ラ
ン
は
令
和
元

年
～
５
年
ま
で
の
５
年
間
を
実
施
期
間

と
し
て
「
中
山
道
柏
原
宿
な
ら
で
は
の

資
源
を
磨
き
、
組
み

合
わ
せ
て
魅
力
創

出
」
を
図
る
。
具
体

的
に
は
、
地
域
資
源
の
掘
り
起
こ
し
と

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
な
ど
の
ブ
ラ

ン
ド
化
、
空
き
家
の
宿
泊
施
設
・
飲
食

店
へ
の
改
修
と
サ
ブ
リ
ー
ス
な
ど
の
ソ

フ
ト
支
援
、
米
原
市
に
よ
る
柏
原
駅
周

辺
整
備
な
ど
の
ハ
ー
ド
整
備
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
る
も
の
だ
。

「
伊
吹
山
の
麓
で
息
づ
く
暮
ら
し
と

街
道
に
よ
る
交
流
文
化
に
出
会
え
る

〝
ま
ち
〟
」
と
し
て
、
柏
原
地
区
の
魅

力
創
出
が
官
と
民
、
そ
し
て
住
民
で
進

め
ら
れ
て
い
る
。

（
ハ
ウ
ジ
ン
グ
・
ト
リ
ビ
ュ
ー
ン
）
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私たちは地域を元気にする取り組みを応援します

観
光
資
源
に〝
つ
な
が
り
〟を

乗
合
タ
ク
シ
ー
を
Ｅ
Ｖ
化
へ

空
き
家
改
修
で
つ
な
が
る
文
化

宿
場
町
の
魅
力
を
創
出

農
地
を
太
陽
光
発
電
と
シ
ェ
ア

（５） 第３１７８号第３種郵便物認可２０２３年（令和５年）６月１９日（月曜日）

ゲンジボタルの発
生地、市内長岡地
区の天野川流域

米
原
市
を
代
表
す
る
観
光
地
、
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
一
つ
が
「
グ
ラ
ン
ス
ノ

ー
奥
伊
吹
」
だ
。
関
西
最
大
級
の
ス
キ

ー
場
で
、
初
心
者
か
ら
上
級
者
ま
で
楽

し
め
る

コ
ー
ス
を
装
備
。
関
西
圏
、

東
海
圏
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
や
雪

質
の
良
さ
か
ら
来
場
者
数
が
年
々
増
加

し
て
お
り
、
あ
る
調
査
で
は
「
全
国
ス

キ
ー
場
の
人
気
ラ
ン
キ
ン
グ
」
の
１
位

に
輝
く
ほ
ど
。

「
ロ
ー
ザ
ン
ベ
リ
ー
多
和
田
」
は
１

万
３
千
平
方
㍍
の
広
大
な
敷
地
内
に
観

光
農
園
や
体
験
工
房
、
ガ
ー
デ
ン
、
牧

場
な
ど
を
備
え
た
複
合
施
設
。
イ
ギ
リ

ス
生
ま
れ
の
人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ひ

つ
じ
の
シ
ョ
ー
ン
」
の
制
作
元
と
独
占

契
約
を
結
び
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
オ
ブ

ジ
ェ
を
現
実
の
サ
イ
ズ
感
で
登
場
さ
せ

る
な
ど
、
こ
ち
ら
も
子
供
連
れ
の
家
族

客
な
ど
に
人
気
だ
。

市
内
長
岡
地
区
の
天
野
川
流
域
は
ゲ

ン
ジ
ボ
タ
ル
の
発
生
地
で
有
名
。
１
９

５
２
年
、
同
地
域
が
「
長
岡
の
ゲ
ン
ジ

ボ
タ
ル
お
よ
び
そ
の
発
生
地
」
と
し
て

国
の
特
別
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て

い
る
。
ホ
タ
ル
の
発
生
地
と
し
て
天
然

記
念
物
に
指
定
さ
れ
る
地
域
は
全
国
に


地
域
あ
る
が
、
特
別
天
然
記
念
物
指

定
は
同
地
だ
け
だ
。
今
年
５
月

日
か

ら
６
月
４
日
に
は
ホ
タ
ル
観
賞
が
楽
し

め
る
「
天
の
川
ほ
た
る
ま
つ
り
」
が
コ

ロ
ナ
禍
を
経
て
４
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ

た
。滋

賀
県
最
高
峰
、
標
高
１
３
７
７
㍍

の
伊
吹
山
は「
日
本
百
名
山
」の
一
つ
。

そ
の
山
頂
は
高
山
植
物
の
宝
庫
と
な
っ

て
お
り
、
「
天
空
の
花
畑
」
の
異
名
を

持
つ
ほ
ど
。
頂
上
か
ら
一
望
で
き
る
琵

琶
湖
の
景
色
と
と
も
に
登
山
客
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
い
る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放
送
中

の
朝
の
テ
レ
ビ
小
説
「
ら
ん
ま
ん
」
の

主
人
公
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
植
物
学

者
、
牧
野
富
太
郎
が
こ
こ
伊
吹
山
で
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
た
こ
と
か

ら
、
例
年
以
上
に
訪
れ
る
人
が
増
え
て

い
る
と
い
う
。

市
内
に
は
柏
原

宿
、
醒
井
宿
、
番
場

宿
と
、
中
山
道
の
三

つ
の
宿
場
町
が
か
つ

て
存
在
し
、
古
い
建

物
な
ど
、
そ
の
面
影

が
一
部
で
残
さ
れ
て
い
る
。

年
間
観
光
客
は
直
近
の
２
０
２
２
年

が
１
８
３
万
人
（
速
報
値
）
。
コ
ロ
ナ

禍
前
の

年
が
１
８
６
万
人
。
東
海
道

新
幹
線
が
停
車
す
る
な
ど
交
通
の
便
に

恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
圧
倒
的

に
日
帰
り
客
が
多
く
、
宿
泊
客
数
の
拡

大
が
今
度
の
課
題
と
同
市
シ
テ
ィ
セ
ー

ル
ス
課
の
担
当
者
は
指
摘
す
る
。

前
出
の
ホ
タ
ル
観
賞
で
は
一
部
で

〝
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
〟
が
発
生
し

て
お
り
、受
け
入
れ
態
勢
の
整
備
な
ど
、

そ
の
解
決
も
課
題
と
い
う
。


年
に
策
定
、
今
年
３
月
に
一
部
変

更
さ
れ
た「
第
２
次
米
原
市
総
合
計
画
」

（

～

年
度
の

カ
年
計
画
）で
は
、

「
伊
吹
山
、
名
水
、
歴
史
資
源
な
ど
米

原
な
ら
で
は
の
多
種
多
様
な
観
光
資
源

が
多
く
存
在
し
な
が
ら
、
単
体
で
の
取

り
組
み
や
認
知
度
が
低
い
も
の
が
あ

る
」
と
認
識
。
「
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
ト
ー

リ
ー
を
磨
き
、
つ
な
が
り
を
創
り
出
す

こ
と
で
市
全
体
の
盛
り
上
が
り
を
高

め
、
観
光
客
の
受
け
入
れ
体
制
を
整
え

る
必
要
が
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

〝
つ
な
が
り
〟
の
一
環
と
し
て
、
市

内
の
観
光
地
を
２
カ
所
以
上
巡
る
、
同

市
を
想
起
さ
せ
る
タ
イ
ト
ル
の
ツ
ア
ー

を
造
成
し
た
旅
行
業
者
に
支
援
金
を
送

る
制
度
も
こ
の
ほ
ど
創
設
し
た
。

（
観
光
経
済
新
聞
）

昔ながらの素材を生かしたリノベー
ション（提供：米原市）

全
国
的
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
、
人

口
減
少
に
よ
る
空
き
家
の
増
加
。
米
原

市
で
は
、
平
成

年
７
月
に
「
米
原
市

空
家
等
の
発
生
予
防
、
管
理
お
よ
び
活

用
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」を
施
行
し
、

平
成

年
３
月
に
は
「
米
原
市
空
家
等

対
策
計
画
」
を
策
定
し
た
。
空
き
家
等

の
適
正
な
管
理
と
有
効
活
用
の
た
め
に

「
空
き
家
に
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
ほ

っ
と
か
な
い

地
域
ぐ
る
み
で
施
策
を

推
進
」
の
基
本
理
念
に
沿
っ
て
、
空
き

家
対
策
を
実
施
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
に
、
空
き
家
バ
ン
ク
に
お

い
て
県
内
一
の
成
約
実
績
や
、
危
険
な

空
き
家
等
の
取
り
壊
し
な
ど
、
一
定
の

成
果
を
挙
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
市
内

の
空
き
家
は
、
若
者
の
転
出
超
過
に
よ

る
人
口
減
少
や
高
齢
独
居
世
帯
の
増
加

と
並
行
し
て
、
こ
こ

年
で
増
加
。
市

全
域
の
空
き
家
件
数
は
対
策
を
取
っ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
横
ば
い
と
な

っ
て
い
る
。

市
で
は
、
今
後
も

増
加
が
見
込
ま
れ
る

空
き
家
に
対
し
、
令
和
３
年
３
月
に

「
第
２
次
米
原
市
空
家
等
対
策
計
画
」

を
策
定
し
、
「
空
き
家
は
放
置
す
れ
ば

負
の
遺
産
、
活
用
す
れ
ば
地
域
の
宝
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
さ
ら
な
る
空
き
家

活
用
を
展
開
。
併
せ
て
、
自
治
会
や

「
ま
い
ば
ら
空
き
家
対
策
研
究
会
」
と

連
携
を
図
り
、
空
き
家
バ
ン
ク
事
業

「
恋
す
る
空
き
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

同
研
究
会
は
、
市
内
の
空
き
家
問
題

解
決
の
た
め
に
平
成

年
度
に
組
織
化

さ
れ
た
。
市
内
の
空
き
家
所
有
者
の
総

合
的
な
相
談
に
応
じ
る
一
方
で
、
空
き

家
を
利
活
用
し
た
い
人
へ
の
橋
渡
し
を

通
じ
て
、
空
き
家
問
題
の
課
題
解
決
と

移
住
定
住
に
よ
る
人
口
増
加
、
地
域
活

性
化
に
つ
な
げ
る
役
割
を
担
う
。

古
民
家
な
ど
空
き
家
の
活
用
は
、
居

住
だ
け
で
は
な
い
。
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス

の
例
も
あ
る
。
米
原
駅
前
に
構
え
る
こ

の
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
は
、
東
京
ま
で
１

３
４
分
、
大
阪
ま
で

分
、
京
都
ま
で


分
、
名
古
屋
ま
で

分
と
い
う
利
便

性
を
生
か
し
た
。

歴
史
的
景
観
が
残
る
元
宿
場
町
に
あ

る
空
き
家
は
、
複
数
の
店
舗
が
入
る
複

合
施
設
と
し
て
再
生
。
今
回
は
、
そ
ば

屋
・
焼
き
菓
子
屋
が
同
時
に
開
業
し
た
。

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
居
住
者

は
、
「
古
民
家
は
修
繕
費
や
ガ
ソ
リ
ン

代
な
ど
、
田
舎
や
空

き
家
だ
か
ら
こ
そ
か

か
る
費
用
が
あ
る
。

移
住
者
を
呼
び
込
ん
で
終
わ
り
で
は
な

く
地
域
で
仕
事
を
つ
く
り
、
移
住
者
も

経
済
を
動
か
し
て
い
け
る
よ
う
に
な
る

こ
と
が
大
事
」
「
古
い
家
に
価
値
が
な

い
と
い
う
考
え
は
日
本
だ
け
。
海
外
で

は
、
『
ｖ
ｉ
ｎ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ

ｈ
ｏ
ｕ
ｓ

ｅ
』
と
し
て
重
宝
さ
れ
る
。
空
き
家
を

壊
す
に
は
費
用
が
か
か
り
、
貴
重
な
古

材
が
廃
材
に
な
る
。空
き
家
の
活
用
は
、

環
境
に
も
地
域
に
も
良
い
こ
と
を
し
て

い
る
と
い
う
感
覚
が
あ
る
」
な
ど
と
話

す
。

（
塗
料
報
知
）

滋
賀
県
米
原
市
は
、
地
域
住
民
や
観

光
客
の
足
を
支
え
る
市
内
の
乗
合
タ
ク

シ
ー
を
電
気
自
動
車（
Ｅ
Ｖ
）に
替
え
、

人
と
物
を
一
緒
に
運
ぶ
「
貨
客
混
載
」

に
進
化
さ
せ
る
構
想
を
練
っ
て
い
る
。

「
地
元
で
生
産
し
た
農
産
物
を
Ｅ
Ｖ
で

駅
な
ど
に
届
け
た
い
。
再
生
エ
ネ
ル
ギ

ー
で
電
力
を
賄
い
、
生
産
か
ら
流
通
ま

で
一
貫
し
て
化
石
燃
料
を
使
わ
な
い
仕

組
み
を
構
築
で
き
れ
ば
」
（
市
民
部
自

治
環
境
課
・
大
塚
祐
司
課
長
補
佐
）と
、

交
通
分
野
で
の
脱
炭
素
化
を
思
い
描

く
。市

域
の
路
線
バ
ス

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
は
、
近
江
長
岡
線

（
近
江
長
岡
駅
―
長
浜
駅
）
、
米
原
多

和
田
線
（
米
原
駅
―
ロ
ー
ザ
ン
ベ
リ
ー

多
和
田
）
な
ど
６
路
線
が
走
る
。
こ
れ

を
「
ま
い
ち
ゃ
ん
号
」
「
ま
い
ち
ゃ
ん

バ
ス
」
と
い
う
２
種
類
の
乗
合
タ
ク
シ

ー
が
補
完
し
て
い
る
。

ま
い
ち
ゃ
ん
号
は
予
約
制
で
、
年
中

無
休
。
の
運
行
エ
リ
ア
に
分
け
ら
れ
、

医
療
機
関
や
商
業
施
設
、
駅
な
ど
に
計

４
０
０
ほ
ど
の
停
留
所
が
設
置
さ
れ
て

い
る
。
使
用
車
両
は
小
型
の
タ
ク
シ
ー

（
乗
客
定
員
４
人
）
。
ま
い
ち
ゃ
ん
バ

ス
の
運
行
区
間
は
近
江
長
岡
駅
―
甲
津

原
間
で
、
平
日
の
み
、
予
約
不
要
と
な

っ
て
い
る
。
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー
車
両

（
同
９
人
）
が
使
わ
れ
て
い
る
。
近
江

鉄
道
グ
ル
ー
プ
（
彦
根
市
）
の
近
江
タ

ク
シ
ー
が
運
行
を
担
っ
て
い
る
。

大
塚
氏
は
乗
合
タ
ク
シ
ー
に
つ
い

て
、
「
ス
タ
ー
ト
し
た
２
０
０
４
年
当

時
、
全
国
の
市
町
村
に
比
べ
、
だ
い
ぶ

先
行
し
て
い
た
と
思
う
。
今
も
力
を
入

れ
て
い
る
。
ま
い
ち
ゃ
ん
号
は

の
エ

リ
ア
ご
と
の
運
行
だ
が
、
エ
リ
ア
を
ま

た
い
だ
利
用
も
で
き
る
。

年
に
会
員

制
を
廃
止
し
、
市
外
の
人
も
乗
り
や
す

く
な
っ
た
」
と
話
す
。

人
口
３
万
７
５
９
３
人（
４
月
時
点
）

に
対
し
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
年
間
利
用

回
数
は
平
均
延
べ
４
万
回
を
超
え
、
な

く
て
は
な
ら
な
い
移
動
手
段
と
な
っ
て

い
る
。
一
方
で
市
の
財
政
負
担
は
上
昇

し
、
昨
年
４
月
に
利
用
料
金
が
引
き
上

げ
ら
れ
た
。

料
金
は
大
人
８
０
０
円
、
小
学
生
以

下
の
子
供
と
障
害
者
は
半
額
。
別
途
、

市
民
や
市
内
へ
の
通
勤
・
通
学
者
向
け

に
割
引
が
あ
り
、
大
人
で
ま
い
ち
ゃ
ん

号
は
５
０
０
円
、
ま
い
ち
ゃ
ん
バ
ス
は

２
５
０
円
に
な
る
。

歳
以
上
の
高
齢

者
は
そ
れ
ぞ
れ
３
０
０
円
、
１
５
０
円

と
さ
ら
に
安
く
な
る
。

大
塚
氏
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

禍
が
落
ち
着
き
、
観

光
客
が
戻
っ
て
き

た
。
特
に
観
光
農
園

の
『
ロ
ー
ザ
ン
ベ
リ
ー
多
和
田
』
が
人

気
。
周
辺
で
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
利
用
が

増
え
す
ぎ
た
た
め
、
昨
年
の
秋
か
ら
路

線
バ
ス
の
振
替
輸
送
を
始
め
た
。
大
量

輸
送
が
起
き
そ
う
な
と
こ
ろ
は
、
で
き

る
だ
け
路
線
バ
ス
へ
の
乗
車
を
促
し
、

赤
字
を
抑
え
、
持
続
可
能
性
を
高
め
て

い
く
」
と
語
る
。

（
東
京
交
通
新
聞
）

近江タクシーが運行する「まいちゃ
ん号」。フロントガラス部分にイラ
スト入りの案内紙を掲出している

ソーラーシェアリングを中心とした
取り組みが進められる（出典：ヤン
マーホールディングス）

伊
吹
山
や
霊
仙
山
か
ら
流
れ
出
る
澄

ん
だ
水
、
保
水
性
と
排
水
性
が
良
く
野

菜
づ
く
り
に
適
し
た
土
壌
や
農
作
物
の

う
ま
み
を
引
き
出
す
昼
夜
の
寒
暖
差
な

ど
お
い
し
い
米
や
野
菜
を
育
て
る
理
想

的
な
環
境
が
そ
ろ
っ
て
い
る
米
原
市
。

一
方
で
農
業
を
巡
っ
て
は
課
題
も
多

い
。
米
原
市
に
よ
る
と
、
「
本
市
の
農

業
は
、
稲
作
を
主
体
と
す
る
土
地
利
用

型
農
業
を
中
心
と
し
て
発
展
し
て
き
た

が
、
近
年
の
農
業
情
勢
の
急
激
な
変
化

や
、
農
業
者
の
高
齢
化
、
農
業
後
継
者

の
他
産
業
で
の
定
着
等
に
よ
り
農
業
者

数
の
急
激
な
減
少

が
見
ら
れ
、
産
業

就
業
人
口
に
占
め

る
農
業
の
割
合
は
年
々
減
少
傾
向
に
あ

る
。
ま
た
、
農
産
物
価
格
の
低
迷
等
に

よ
り
農
業
生
産
額
お
よ
び
農
業
所
得
も

減
少
傾
向
に
あ
る
ほ
か
、
土
地
持
ち
非

農
家
の
増
加
に
よ
る
担
い
手
へ
の
作
業

負
担
や
遊
休
農
地
の
増
加
な
ど
が
課
題

と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
」と
述
べ
て
お
り
、

多
く
の
産
業
で
、
そ
し
て
全
国
の
農
業

者
に
と
っ
て
の
共
通
の
課
題
が
こ
こ
で

も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
。

そ
う
し
た
中
で
、市
で
は「
本
市
農
業

に
お
け
る
課
題
解
決
の
た
め
に
、
担
い

手
の
確
保
に
向
け
た
農
業
塾
、
ス
マ
ー

ト
農
業
勉
強
会
の
開
催
な
ど
学
習
の
場

の
提
供
や
新
規
就
農
支
援
、
園
芸
施
設

の
設
置
お
よ
び
農
業
用
機
械
の
導
入
支

援
な
ど
各
種
支
援
策
に
よ
る
経
営
負
担

の
軽
減
お
よ
び
既
存
農
家
の
離
農
の
抑

止
を
図
っ
て
い
る
」な
ど
と
し
て
お
り
、

積
極
的
な
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

こ
う
し
た
支
援
策
に
加
え
、
厳
し
い

人
手
不
足
を
解
決
す
る
一
助
と
な
る
と

期
待
さ
れ
て
い
る
の
が
「
ス
マ
ー
ト
農

業
技
術
」
だ
。
米
原
市
で
は
前
述
の
コ

メ
ン
ト
に
も
あ
る
通
り
、
勉
強
会
な
ど

も
行
っ
て
い
る
が
、
加
え
て
、
昨
年


月
に
「
米
原
市
ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
方

針
」
を
ま
と
め
て
お
り
、
普
及
に
向
け

た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

脱
炭
素
先
行
地
域
で
の
農
業
に
関
す

る
取
り
組
み
の
中
心

と
な
る
の
は
、
営
農

型
太
陽
光
発
電
（
ソ

ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
）
だ
。
農
地
に

太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
。
架
台
の
足
部

分
の
み
を
農
地
の
一
時
転
用
し
て
利
用

し
な
が
ら
、
パ
ネ
ル
下
の
農
地
で
は
、

農
業
を
営
む
と
い
う
も
の
で
、
「
農
地

を
農
業
と
太
陽
光
発
電
で
シ
ェ
ア
し
て

使
う
も
の
」
だ
。
市
で
は
「
特
に
遊
休

農
地
の
活
用
策
と
し
て
広
げ
た
い
と
考

え
て
い
る
」と
期
待
を
述
べ
て
お
り
、太

陽
光
発
電
に
よ
る
収
益
が
農
業
経
営
に

と
っ
て
プ
ラ
ス
と
な
り
「
も
う
か
る
農

業
」
の
実
現
と
そ
れ
に
よ
る
担
い
手
確

保
に
つ
な
が
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
る
。

こ
の
ほ
か
に
も
エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
で

は
、
農
福
連
携
や
有
機
栽
培
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
が
検
討
さ
れ
て
お

り
、
農
業
に
お
け
る
一
つ
の
モ
デ
ル
ケ

ー
ス
と
し
て
、
市
内
へ
の
横
展
開
、
そ

し
て
全
国
の
先
進
事
例
と
な
る
こ
と
も

期
待
さ
れ
る
。

（
農
村
ニ
ュ
ー
ス
）

米
原
市
は
２
０
２
３
年
度
ま
で
の
３

カ
年
で
柏
原
駅
周
辺
地
区
の
都
市
再
生

整
備
計
画
を
進
め
て
き
た
。

同
地
区
は
、
米
原
駅
か
ら
東
海
道
本

線
で

分
ほ
ど
、
近
畿
圏
、
中
部
圏
、

北
陸
圏
を
結
ぶ
広
域
交
通
の
要
所
と
な

っ
て
い
る
。
も
と
も
と
中
山
道
の

番

目
の
宿
場
町
で
、
長
さ
１
・
５
㌔
と
近

江
国
で
最
大
級
、
非
常
に
に
ぎ
わ
っ
た

宿
場
町
で
あ
っ
た

と
い
う
。
現
在
で

も
昔
な
が
ら
の
歴

史
的
街
並
み
や
建
築
物
が
数
多
く
残
さ

れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
も
街
道
沿
い
の
家
屋
の
壁

面
改
良
な
ど
に
取
り
組
み
、
歴
史
あ
る

街
並
み
を
残
す
事
業
な
ど
が
実
施
さ
れ

て
き
た
が
、
人
口
減
少
、
空
き
家
の
増

加
に
よ
り
、
こ
う
し
た
歴
史
的
な
街
並

み
が
荒
廃
し
始
め
て
い
る
。
こ
れ
に
伴

い
観
光
客
の
減
少
も
進
み
、
地
域
経
済

の
衰
退
、
さ
ら
な
る
人
口
減
少
が
課
題

と
な
っ
て
い
た
。

こ
う
し
た
中
で
米
原
市
は
、
２
０
２

１
～
２
０
２
３
年
度
の
３
カ
年
を
か
け

て
柏
原
駅
周
辺
地
区
の
都
市
再
生
整
備

計
画
を
進
め
て
き
た
。
駅
前
広
場
と
駅

前
駐
車
場
の
整
備
を
行
う
こ
と
で
柏
原

駅
の
利
便
性
を
高
め
、
地
域
資
源
お
よ

び
空
き
家
を
活
用
し
た
魅
力
の
向
上
、

受
け
入
れ
環
境
の
整
備
を
行
う
こ
と

で
、
「
街
道
に
よ
る
交
流
文
化
に
出
会

え
る
ま
ち
」
の
創
造
を
進
め
る
も
の
で

あ
る
。

大
き
な
目
標
は
、
地
域
資
源
お
よ
び

空
き
家
を
活
用
し
た
魅
力
の
向
上
、
駅

の
利
便
性
向
上
に
よ
る
駅
利
用
者
の
維

持
、
受
け
入
れ
環
境
の
整
備
に
よ
る
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
と
い
う

三
つ
だ
。

空
き
家
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
米
原

市
空
き
家
バ
ン
ク
の
活
用
を
通
じ
て
柏

原
地
区
へ
の
移
住
を
促
す
。
ま
た
、
空

き
家
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
に
対
す

る
支
援
策
と
し
て
提
案
事
業
を
実
施
し

て
き
た
。
具
体
的
に
は
、
空
き
家
な
ど

の
改
修
を
対
象
と
し
た
「
柏
原
駅
周
辺

地
区
空
家
等
活
用
支
援
補
助
金
」
を
創

設
、
空
き
家
活
用
の
支
援
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

補
助
金
は
、
補
助
対
象
事
業
に
係
る

空
き
家
等
の
内
装
ま
た
は
外
装
の
改
修

工
事
に
係
る
費
用
の
３
分
の
２
以
内
の

補
助
率
で
、
限
度
額
２
０
０
万
円
。
２

０
２
２
年
は
飲
食
店
と
店
舗
販
売
の
２

件
を
対
象
に
実
施
、
今
年
度
も
支
援
事

業
１
件
の
募
集
を
行
っ
て
い
る
。
こ
う

し
た
事
業
を
通
じ
て
、
令
和
５
年
度
の

目
標
と
し
て

世
帯
の
移
住
を
掲
げ
て

い
る
。

柏
原
地
区
で
は
、
地
域
住
民
と
民
間

団
体
に
よ
る
柏
原
宿
活
性
化
検
討
委
員

会
が
発
足
し
、
令
和
２
年
に
「
柏
原
宿

活
性
化
プ
ラ
ン
」
を
策
定
、
地
域
活
性

化
や
移
住
定
住
促
進
の
取
り
組
み
も
進

め
ら
れ
て
い
る
。
同
プ
ラ
ン
は
令
和
元

年
～
５
年
ま
で
の
５
年
間
を
実
施
期
間

と
し
て
「
中
山
道
柏
原
宿
な
ら
で
は
の

資
源
を
磨
き
、
組
み

合
わ
せ
て
魅
力
創

出
」
を
図
る
。
具
体

的
に
は
、
地
域
資
源
の
掘
り
起
こ
し
と

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
な
ど
の
ブ
ラ

ン
ド
化
、
空
き
家
の
宿
泊
施
設
・
飲
食

店
へ
の
改
修
と
サ
ブ
リ
ー
ス
な
ど
の
ソ

フ
ト
支
援
、
米
原
市
に
よ
る
柏
原
駅
周

辺
整
備
な
ど
の
ハ
ー
ド
整
備
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
る
も
の
だ
。

「
伊
吹
山
の
麓
で
息
づ
く
暮
ら
し
と

街
道
に
よ
る
交
流
文
化
に
出
会
え
る

〝
ま
ち
〟
」
と
し
て
、
柏
原
地
区
の
魅

力
創
出
が
官
と
民
、
そ
し
て
住
民
で
進

め
ら
れ
て
い
る
。

（
ハ
ウ
ジ
ン
グ
・
ト
リ
ビ
ュ
ー
ン
）




